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現
代
韓
国
に
お
け
る
安
龍
福
が
「
独
島（
１
）を
護
っ
た
英
雄
」
と
し
て
扱
わ
れ

る
こ
と
は
、
韓
国
国
史
教
科
書
の
記
述
で
例
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
た
と

え
ば
、「
十
七
世
紀
末
、
朝
鮮
と
日
本
の
漁
民
の
あ
い
だ
で
独
島
で
紛
争
が

生
じ
る
や
、
安
龍
福
は
二
度
に
わ
た
っ
て
日
本
へ
行
き
、
欝
陵
島
と
独
島
が

朝
鮮
領
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
」（
金
ハ
ン
ジ
ョ
ン
ほ
か
編
『
高
等
学
校

韓
国
近
現
代
史
』、
金
星
出
版
社
、
二
○
○
四
年
）
と
か
「
…
朝
鮮
粛
宗
の

と
き
に
は
東
莱
に
住
ん
で
い
た
漁
民
安
龍
福
が
こ
こ
（
欝
陵
島
─
引
用
者
注
）

に
往
来
す
る
日
本
漁
民
を
放
逐
し
、
日
本
ま
で
行
き
、
独
島
が
わ
が
国
の
領

土
で
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
せ
た
こ
と
も
あ
っ
た
」（
大
韓
民
国
国
史
編
纂
委

員
会
編
『
中
学
校
国
史
』、
教
育
人
的
資
源
部
、
二
○
○
四
年
）
な
ど
と
す

る
記
述
で
あ
る
。

　

竹
島
／
独
島
領
有
権
を
め
ぐ
り
一
九
五
三
年
九
月
九
日
付
で
示
さ
れ
た
韓

国
政
府
見
解
に
は
「
一
六
九
六
年
安
龍
福
を
含
む
韓
国
人
一
行
が
欝
陵
島
と

独
島
に
渡
り
、
日
本
の
船
舶
が
こ
れ
ら
二
島
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
厳
重
に

警
告
し
、
こ
れ
ら
二
島
が
韓
国
に
属
し
て
い
る
こ
と
を
宣
言
し
た
」
と
す
る

安
龍
福
英
雄
伝
説
の
形
成
・
ノ
ー
ト（
池
内
）	

一

部
分
が
あ
る
。
右
の
韓
国
政
府
見
解
は
、
竹
島
／
独
島
の
領
有
権
を
め
ぐ
る

日
韓
両
国
政
府
間
に
お
け
る
見
解
往
復
の
口
火
を
切
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

な
か
で
安
龍
福
は
竹
島
／
独
島
を
韓
国
領
と
し
て
主
張
し
た
史
上
最
初
の
朝

鮮
人
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　

さ
て
、
ま
ず
安
龍
福
事
件
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
［
池
内
敏
二
○

○
六
Ａ
、
○
七
、
○
八
］。

　

元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
四
月
、
竹
島
（
欝
陵
島
）
に
到
っ
た
鳥
取
藩
領

米
子
町
人
大
谷
・
村
川
の
船
は
朝
鮮
人
漁
民
と
遭
遇
し
、
日
本
語
の
通
じ
る

者
を
含
む
二
人
の
朝
鮮
人
（
安
龍
福
と
朴
於
屯
）
を
船
に
乗
せ
て
連
れ
帰
っ

た
。
そ
れ
は
前
年
（
元
禄
五
年
）
に
続
く
朝
鮮
人
漁
民
と
の
競
合
で
あ
り
、

竹
島
（
欝
陵
島
）
を
自
分
た
ち
の
権
益
の
場
と
考
え
て
い
た
米
子
町
人
た
ち

か
ら
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
競
合
状
態
を
放
置
で
き
な
か
っ
た
か
ら
（
藩
や
幕

府
に
）
善
処
を
求
め
る
た
め
人
質
と
し
て
連
行
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

安
龍
福
ら
は
米
子
か
ら
鳥
取
城
下
へ
連
行
さ
れ
、
の
ち
陸
路
を
長
崎
ま
で

送
致
さ
れ
、
さ
ら
に
対
馬
府
中
を
経
由
し
て
釜
山
倭
館
へ
送
り
届
け
ら
れ
て

い
る
。

　

米
子
町
人
等
の
訴
え
を
受
け
た
鳥
取
藩
は
江
戸
幕
府
に
対
し
て
「
朝
鮮
人
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二

の
竹
島
（
欝
陵
島
）
渡
海
禁
止
」
を
要
請
し
、
幕
府
は
対
馬
藩
に
対
し
て
同

趣
旨
で
の
日
朝
交
渉
を
指
示
し
た
。
対
馬
藩
は
こ
れ
を
受
け
て
、
安
龍
福
の

送
還
を
契
機
に
、
釜
山
で
の
日
朝
交
渉
に
入
っ
た
（
元
禄
竹
島
一
件
）。
一

方
、
安
龍
福
は
、
送
還
途
中
の
長
崎
や
対
馬
府
中
に
お
け
る
取
調
べ
に
際
し
、

鳥
取
藩
領
や
鳥
取
～
長
崎
間
の
送
還
に
際
し
て
厚
遇
を
受
け
た
と
述
べ
て
い

る
。
ま
た
、
釜
山
で
は
、
朝
鮮
政
府
中
央
か
ら
接
慰
官
と
し
て
派
遣
さ
れ
た

承
旨
兪
集
一
に
よ
る
事
情
聴
取
が
元
禄
七
年
八
月
・
九
月
中
に
な
さ
れ
た
と

思
わ
れ
、
安
龍
福
は
「
伯
耆
州
〔
鳥
取
藩
〕
で
与
え
ら
れ
た
銀
貨
と
文
書
を

対
馬
藩
で
こ
と
ご
と
く
奪
い
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

元
禄
竹
島
一
件
交
渉
は
紆
余
曲
折
を
た
ど
っ
た
末
に
、
元
禄
九
年
正
月
二

十
八
日
、
江
戸
幕
府
が
「
日
本
人
の
竹
島
（
欝
陵
島
）
渡
海
禁
止
」（
元
禄

竹
島
渡
海
禁
令
）
を
命
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
竹
島
渡
海
禁
止
令
は
全

国
法
令
と
し
て
周
知
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
幕
府
中
央
と
対
馬
藩
・
鳥
取

藩
だ
け
に
知
ら
さ
れ
た
個
別
法
令
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
対
馬
藩
が
朝
鮮
側

に
知
ら
せ
た
の
は
同
年
十
月
半
ば
、
対
馬
府
中
に
お
い
て
で
あ
っ
た
か
ら
、

朝
鮮
政
府
中
央
が
こ
の
法
令
を
知
る
の
は
翌
年
（
元
禄
十
年
）
一
月
末
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
鳥
取
藩
国
元
が
こ
の
法
令
を
知
ら
さ
れ
る
の
は
元
禄

九
年
八
月
一
日
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
元
禄
竹
島
渡
海
禁
令
が
出
さ
れ
た
も
の

の
、
そ
れ
が
ま
だ
朝
鮮
政
府
中
央
に
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
元
禄
九
年
五
月
、

安
龍
福
を
含
む
十
一
人
の
朝
鮮
人
が
隠
岐
国
島
前
に
着
岸
し
た
。
安
龍
福
ら

は
そ
の
後
鳥
取
藩
領
へ
赴
き
、
同
年
八
月
六
日
に
鳥
取
藩
領
賀
露
港
か
ら
直

接
帰
国
の
途
に
つ
き
、
同
二
九
日
、
江
原
道
襄
陽
で
江
原
監
司
に
よ
っ
て
捕

縛
さ
れ
た
。
安
龍
福
は
朝
鮮
官
憲
の
事
情
聴
取
に
際
し
て
様
々
に
述
べ
る
が
、

そ
の
な
か
に
は
以
下
の
よ
う
な
供
述
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　

鬱
陵
島
へ
渡
航
し
た
と
こ
ろ
日
本
船
が
多
数
来
泊
し
て
い
た
の
で
、「
鬱

陵
島
は
も
と
も
と
朝
鮮
領
な
の
に
、
ど
う
し
て
日
本
人
が
越
境
し
て
こ
の
地

を
侵
す
の
か
」
と
一
喝
し
た
。
日
本
人
が
「
わ
れ
わ
れ
は
も
と
も
と
松
島
に

住
ん
で
お
り
、
た
ま
た
ま
漁
の
た
め
に
出
て
き
た
ま
で
だ
」
と
弁
明
し
た
の

で
、「
松
島
も
ま
た
わ
が
国
の
土
地
だ
」
と
述
べ
、
逃
げ
る
日
本
人
を
追
跡

し
て
隠
岐
島
に
到
っ
た
、
と
。

　

こ
の
供
述
に
見
え
る
松
島
が
現
在
の
竹
島
／
独
島
と
一
致
す
る
と
し
て
、

右
の
安
龍
福
発
言
が
「
独
島
を
護
っ
た
英
雄
」
の
根
拠
と
さ
れ
る
一
方
で
、

こ
の
供
述
の
信
憑
性
そ
の
も
の
が
議
論
と
な
っ
た
。
こ
の
供
述
を
そ
の
ま
ま

歴
史
的
事
実
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
み
る
立
場
か
ら
は
安
龍
福
は
「
独
島
を

護
っ
た
英
雄
」
と
な
り
、
供
述
に
は
歴
史
的
根
拠
が
な
い
と
み
る
立
場
か
ら

は
安
龍
福
は
「
虚
言
癖
の
男
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
供
述
内
容

を
直
接
的
に
裏
付
け
る
歴
史
的
事
実
に
は
乏
し
い
も
の
の
、
そ
れ
は
安
龍
福

の
錯
覚
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
間
接
的
に
は
裏
付
け
と
な
る
史
実
が
存

在
す
る
と
し
て
、
や
は
り
安
龍
福
を
「
独
島
を
護
っ
た
英
雄
」
と
し
て
良
い

の
だ
、
と
す
る
理
解（
３
）も
現
れ
て
き
て
い
る
。

　

一
方
、
安
龍
福
が
「
独
島
を
護
っ
た
英
雄
」
と
さ
れ
る
歴
史
的
経
緯
に
つ

い
て
の
研
究
は
多
く
な
い
。
わ
ず
か
に
下
條
正
男
が
、
安
龍
福
に
言
及
し
た

十
八
世
紀
の
朝
鮮
史
書
を
も
っ
て
英
雄
扱
い
が
始
ま
っ
た
と
述
べ
る
［
下
條
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三

正
男
二
○
○
四
］。
し
か
し
な
が
ら
、
下
條
正
男
の
挙
げ
た
朝
鮮
史
書
類
は
、

そ
の
内
容
を
一
瞥
し
た
だ
け
で
も
「
独
島
を
護
っ
た
英
雄
」
が
登
場
し
な
い

こ
と
は
明
ら
か
だ
か
ら
、
下
條
の
主
張
に
従
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
、
以
下
の
三
つ
の
論
点
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
よ

う
と
思
う
。
そ
も
そ
も
安
龍
福
と
は
何
者
な
の
か
（
論
点
Ａ
）。
ま
た
元
禄

九
年
に
日
本
へ
渡
航
し
た
目
的
は
何
だ
っ
た
の
か
（
論
点
Ｂ
）。
同
時
代
と

後
世
の
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ
て
は
、
安
龍
福
は
如
何
に
評
価
さ
れ
、
ど
の
よ
う

に
し
て
英
雄
と
し
て
扱
わ
れ
る
に
到
っ
た
か
（
論
点
Ｃ
）。

二

（
１
）
安
龍
福
と
は
何
者
か

　

論
点
Ａ
と
Ｂ
は
互
い
に
密
接
な
関
係
を
も
つ
か
ら
、
ま
ず
論
点
Ａ
の
検
討

を
行
い
な
が
ら
、
論
点
Ｂ
に
も
言
及
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

安
龍
福
と
は
何
者
な
の
か
（
論
点
Ａ
）
に
つ
い
て
は
、
韓
国
国
史
教
科
書

に
「
東
莱
に
住
ん
で
い
た
漁
民
」
と
す
る
記
述
を
得
ら
れ
る
ほ
か
に
、
以
下

の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
る
。「
東
莱
府
の
人
で
水
営
船
軍
に
軍
籍
を
置
い

た
至
極
微
賤
な
一
個
の
卒
伍
」［
李
允
宰
］、「
東
莱
人
と
し
て
櫓
軍
に
隷
し

た
」（［
崔
南
善
］
連
載
記
事
の
⑦
、
一
九
五
三
年
八
月
十
六
日
付
）、「
東
莱

出
身
の
櫓
軍
」［
宋
炳
基
二
○
○
六
］、「
東
莱
出
身
の
船
乗
り
」［
申
鏞
廈
二

○
○
六
］。
そ
れ
ぞ
れ
に
微
妙
な
差
異
を
含
み
な
が
ら
も
「
東
莱
の
櫓
軍
」

な
る
理
解
を
核
に
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
説
明
の
初
見
は
、
十
八
世
紀
の
李
瀷
「
欝
陵
島
」（
同
『
星
湖

僿
説
』
所
収
）
に
見
え
る
「
安
龍
福
者
。
東
莱
府
戦
舡
櫓
軍
也
。」
で
あ
る
。

そ
の
後
、
一
七
四
四
年
の
『
春
官
志
』
所
収
の
「
欝
陵
島
争
界
」
に
も
「
安

龍
福
者
東
莱
人
也
、
隷
戦
舡
櫓
軍
」
と
あ
り
、
一
七
七
○
年
成
立
の
申
景
濬

『
東
国
文
献
備
考
』
で
は
「
東
莱
安
龍
福
隷
能
櫓
軍
」
と
す
る
。『
東
国
文
献

備
考
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
元
重
挙
「
安
龍
福
伝
」
で

は
「
安
龍
福
者
東
莱
漁
戸
子
也
、
長
隷
戦
舡
能
櫓
軍
」（
同
『
和
国
志
』
所

収
）
と
し
、
十
九
世
紀
前
半
に
成
立
し
た
李
圭
景
『
五
洲
衍
文
長
箋
散
稿
』

中
に
も
「
東
莱
戦
船
櫓
軍
安
龍
福
」
と
見
え
る
。

　

元
禄
六
年
・
九
年
の
官
憲
に
よ
る
事
情
聴
取
記
録
に
は
そ
う
し
た
記
述
は

一
切
現
れ
ず
、「
東
莱
人
安
龍
福
」（
粛
宗
実
録
、
粛
宗
二
十
二
年
（
一
六
九

六
）
八
月
二
十
九
日
条
）
と
す
る
ま
で
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
安
龍
福
を

「
櫓
軍
」
と
す
る
根
拠
は
十
八
世
紀
の
李
瀷
「
欝
陵
島
」
に
、「
漁
民
」
と
す

る
根
拠
は
十
八
世
紀
後
半
の
元
重
挙
「
安
龍
福
伝
」
に
求
め
ざ
る
を
得
な
い
。

い
ず
れ
も
二
次
資
料
で
あ
る
か
ら
、
資
料
の
言
う
ま
ま
に
「
櫓
軍
」「
漁
民
」

と
述
べ
る
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
櫓
軍
」「
漁
民
」
と
結
論

づ
け
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
論
証
を
経
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　

と
こ
ろ
で
下
條
正
男
は
、「
朝
鮮
時
代
の
文
献
で
は
安
龍
福
を
「
櫓
軍
」

と
し
て
い
る
」
こ
と
と
と
も
に
、
元
禄
六
年
の
安
龍
福
が
所
持
し
て
い
た
号

牌
（
戸
牌（
４
））
の
記
述
に
も
よ
り
な
が
ら
、
安
龍
福
を
「
軍
兵
」
だ
っ
た
と
結

論
づ
け
て
い
る
。

　

号
牌
（
戸
牌
）
は
、
朝
鮮
王
朝
期
、
十
六
歳
以
上
の
男
子
が
身
に
帯
び
る
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四

べ
き
身
分
証
で
あ
る
か
ら
、
当
事
者
が
身
に
帯
び
て
い
た
身
分
証
の
記
載
内

容
は
、『
星
湖
僿
説
』『
和
国
志
』
な
ど
後
年
に
な
っ
て
編
纂
さ
れ
た
二
次
資

料
に
お
け
る
記
載
に
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
現
在
伝
わ
る
安
龍
福
の

号
牌
（
戸
牌
）
と
し
て
は
、
元
禄
六
年
の
号
牌
（
戸
牌
）
の
文
面
が
岡
嶋
正

義
『
竹
島
考
』（
一
八
二
八
年
）
の
な
か
に
記
さ
れ
、
元
禄
九
年
の
号
牌
（
戸

牌
）
の
記
載
事
項
が
隠
岐
・
村
上
助
九
郎
家
文
書
「
朝
鮮
舟
着
岸
一
巻
之
覚

書
」
の
な
か
に
部
分
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
元
禄
六
年
に
安
龍
福
と

と
も
に
鳥
取
藩
領
へ
連
行
さ
れ
た
朴
於
屯
の
戸
牌
が
『
竹
島
考
』
に
収
録
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
号
牌
（
戸
牌
）
の
文
面
も
、
い
ず
れ
も
写
と
し
て
伝
来

す
る
も
の
だ
か
ら
二
次
資
料
で
は
あ
る
。
ま
た
部
分
的
に
明
ら
か
な
誤
写
と

思
わ
れ
る
も
の
を
含
む
が
、
一
次
史
料
が
そ
の
ま
ま
に
記
録
さ
れ
て
い
る
史

料
と
し
て
重
要
で
あ
り
、『
星
湖
僿
説
』『
和
国
志
』
の
記
事
よ
り
も
は
る
か

に
資
料
的
価
値
は
勝
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、『
竹
島
考
』
に
記
録
さ
れ
た
元
禄
六
年
の
戸
牌
文
面
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

［
史
料
一
Ａ
］

　
　
　
　
　
　

ア
ン
ピ
ン
シ
ヤ
腰エ
ウ
ハ
イ牌
ノ
表ヘ
ウ
メ
ン面

　

東　
　
　

私
奴
用
卜
年
三
十
三
長
四

　
　
　
　
　

尺
一
寸
面
鉄
髥
暫
生
疤
無

　

莱　
　
　

主
京
居
呉
忠
秋

　
　
　
　
　
　

同
裏リ
メ
ン面

　

庚　
　
　

釜
山
佐
自
川
一
里

　

午　
　
　

第
十
四
統
三
戸

［
史
料
一
Ｂ
］

　
　
　
　
　
　

ト
ラ
ヘ
腰
牌
之
表
面

　

庚　
　
　

青
良
目
島
里

　
　
　
　
　

第
十
二
統

　

午　
　
　

五
家

　
　
　
　
　
　

同
裏
面

　

蔚　
　
　
　
　
　
　

辛
丑

　
　
　
　
　
　

朴
於
屯

　

山　
　
　
　
　
　
　

塩
干

　

史
料
原
文
は
、「
二
人
ノ
朝
鮮
人
、
股モ
ヽ
ヒ
キ引
ノ
紐ヒ
モ
ニ
小チ
サ
キ
牌フ
ダ
ヲ
結ユ
イ
ツ
ケ付
居ヰ

ケ
ル

故
、
コ
レ
ハ
何イ
カ
ナ
ル
モ
ノ
ゾ
ト
尋タ
ツ
ネケ
レ
バ
、
ア
ン
ピ
ン
シ
ヤ
答
ケ
ル
ハ
、

吾ワ
カ
ク
ニ邦
ニ
テ
此コ
ノ
フ
ダ
ナ
キ

牌
無
者
ハ
世セ
ケ
ン間
ノ
交マ
シ
ワリ
相
成
リ
難
シ
、
依
之
銀
四
拾
目
ヅ
ヽ
ノ

運ウ
ン
シ
ヤ
ウ
上
ヲ
出
シ
テ
是
ヲ
受ウ
ク
ル
コ
ト
也
ト
語
リ
ケ
ル
ト
ゾ
」
な
る
文
章
に
続
け
て
、

順
に
安
龍
福
［
史
料
一
Ａ
］
と
朴
於
屯
［
史
料
一
Ｂ
］
の
号
牌
（
戸
牌
）
文

面
が
記
録
さ
れ
る
。
そ
し
て
両
史
料
文
に
続
け
て
岡
嶋
正
義
は
「
今
按
ニ
、

此
牌ハ
イ
メ
ン面
ノ
文
字
、
恐オ
ソ
ラク
ハ
伝テ
ン
シ
ヤ写
ノ
謬
ア
ヤ
マ
リア
ラ
ン
、
後
日
識シ
キ
シ
ヤ者
ニ
可
糺
ス
」
と
付
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五

記
す
る
。
原
文
に
は
確
か
に
読
み
づ
ら
い
文
字
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
か
ら
、

右
の
岡
嶋
に
よ
る
付
記
に
留
意
し
な
が
ら
史
料
文
の
解
読
を
行
う
必
要
が
あ

ろ
う
。
こ
こ
で
は
［
宋
炳
基
二
○
○
六
］
に
お
け
る
釈
読（
５
）を
も
と
に
、
い
く

つ
か
の
字
句
に
つ
い
て
は
訂
正
を
行
い
な
が
ら
、［
史
料
一
Ａ
・
Ｂ
］
に
つ

い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

安
龍
福
の
号
牌
（
戸
牌
）［
史
料
一
Ａ
］
は
、
表
面
の
上
部
に
横
書
き
で

「
東
莱
」
と
記
さ
れ
、
こ
れ
は
出
身
地
で
あ
る
。
私
奴
は
身
分
を
指
し
、
名

を
用
卜
と
い
う
。
用
朴
は
ヨ
ン
ボ
ク
と
い
う
朝
鮮
語
の
音
が
龍ヨ
ン
ボ
ク福
と
通
じ
て

い
る
。
年
は
三
十
三
で
、
身
長
は
四
尺
一
寸
、「
面
鉄
髥
暫
生
疤
無
」
は
、

顔
の
特
徴
を
記
し
た
部
分
で
、
顔
は
青
黒
く
（「
面
鉄
」）、
髯
（
ほ
お
ひ
げ
）

が
ぼ
そ
ぼ
そ
と
生
え
（「
髥
暫
生
」）、
疤
（
た
だ
れ
や
で
き
も
の
の
跡
）
は

見
ら
れ
な
い
（「
疤
無
」）、
と
い
う
。
主
（
私
奴
の
所
有
者
）
は
京
（
漢
城

／
ソ
ウ
ル
）
に
住
む
呉
忠
秋
な
る
人
物
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
記
載
の
う
ち
、
四
尺
一
寸
と
す
る
身
長
は
、「
現
行
尺
制
で
置

き
換
え
る
と
一
二
三
セ
ン
チ
ほ
ど
に
し
か
な
ら
ず
、
あ
ま
り
に
小
さ
す
ぎ
る

か
ら
、
恐
ら
く
転
写
過
程
で
錯
誤
が
あ
っ
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
」［
宋
炳
基

二
○
○
六
］。
同
様
に
、「
年
三
十
三
」
も
転
写
過
程
の
錯
誤
と
考
え
る
の
が

妥
当
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
元
禄
九
年
に
所
持
し
て
い
た
号
牌
（
戸
牌
）

に
よ
れ
ば
、
安
龍
福
の
生
年
は
「
甲
午
」
年
と
い
い
、
こ
れ
は
一
六
五
四
年

に
相
当
す
る
。
一
方
、
号
牌
（
戸
牌
）
に
は
そ
の
作
成
時
に
お
け
る
年
齢
が

記
さ
れ
る
が
、［
史
料
一
Ａ
］
裏
面
の
記
載
に
み
え
る
作
成
年
は
庚
午
年
す

な
わ
ち
一
六
九
○
年
で
あ
る
。
一
六
九
○
年
の
安
龍
福
は
三
十
七
歳
に
あ
た

る
か
ら
、「
年
三
十
三
」
は
「
年
三
十
七
」
の
錯
誤
と
考
え
る
の
が
妥
当
で

あ
る
。
恐
ら
く
は
暗
い
色
を
し
た
小
さ
な
木
片
（
長
さ
七
セ
ン
チ
ほ
ど
、
幅

二
セ
ン
チ
ほ
ど
）
に
印
刻
さ
れ
た
小
さ
な
数
字
で
あ
れ
ば
、「
三
」
と
「
七
」

の
見
間
違
い
は
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
竹
島
考
』
に
は
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に
お
け
る
安

龍
福
と
朴
於
屯
に
対
す
る
事
情
聴
取
の
な
か
で
、
安
龍
福
が
年
齢
を
三
十
四

歳
と
述
べ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
元
禄
九
年
の
号
牌
（
戸
牌
）
に

し
た
が
え
ば
安
龍
福
は
一
六
五
四
年
生
だ
か
ら
、
元
禄
六
年
に
は
四
十
歳
で

あ
る
。
こ
の
年
齢
差
は
、
朝
鮮
語
と
日
本
語
の
あ
い
だ
に
お
け
る
翻
訳
過
程

で
生
じ
た
言
い
間
違
い
／
聞
き
取
り
違
い
と
い
っ
た
錯
誤
の
範
囲
内
で
十
分

に
説
明
が
つ
く
。
後
述
す
る
よ
う
に
安
龍
福
が
日
本
語
に
堪
能
で
あ
っ
た
の

は
事
実
と
は
い
え
、
隠
岐
や
鳥
取
で
な
さ
れ
た
事
情
聴
取
に
専
門
の
通
訳
が

介
在
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
朝
鮮
語
を
母
語
と
す
る
者
が
日
本
語
で
応
じ
た

事
情
聴
取
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

一
方
、［
史
料
一
Ａ
］
裏
面
に
記
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
号
牌
（
戸
牌
）
の

作
成
年
（
庚
午
／
一
六
九
○
）
と
、
号
牌
（
戸
牌
）
に
登
録
さ
れ
た
安
龍
福

の
居
住
地
「
釜
山
佐
自
川
一
里
第
十
四
統
三
戸
」
で
あ
る
。
こ
の
住
所
に
つ

い
て
は
、「
安
龍
福
の
住
所
で
あ
っ
た
釜
山
東
区
佐
自
川
の
近
く
に
は
倭
館

が
あ
り
、
佐
川
洞
か
ら
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
は
慶
尚
左
水
営
が

あ
っ
た
」［
宋
炳
基
二
○
○
六
］
と
か
、「
釜
山
の
「
佐
自
川
一
里
」
一
帯
に

は
、
釜
山
僉
使
営
や
水
軍
萬
戸
営
な
ど
の
軍
事
施
設
が
置
か
れ
て
い
た
」［
下

條
正
男
二
○
○
四
］
な
ど
と
指
摘
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
住
所
の
地
理
的
位
置
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六

が
、
先
述
の
李
瀷
に
よ
る
記
述
「
安
龍
福
者
。
東
莱
府
戦
舡
櫓
軍
也
」
と
重

ね
合
わ
せ
ら
れ
、
安
龍
福
は
「
櫓
軍
」
で
あ
っ
た
［
宋
炳
基
二
○
○
六
］
と

か
、「
彼
は
水
軍
萬
戸
営
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
」［
下
條
正
男
二

○
○
四
］
な
ど
と
説
明
さ
れ
る
。

　

さ
て
、「
佐
自
川
一
里
」
と
は
、
宋
炳
基
や
下
條
正
男
の
指
摘
す
る
よ
う

な
特
徴
を
有
す
る
地
域
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
ま
ず
、
朝
鮮
王
朝
期
の
邑
誌
と

地
図（
６
）で
「
佐
自
川
一
里
」
の
位
置
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

［
史
料
二（
７
）］

　

東
平
面
（
割
注
）「
東
接
南
村
、
西
接
沙
川
、
南
接
大
海
、
北
接
西
面
」

古
代
里
（
割
注
）「
距
官
門
十
五
里
」、
釜
峴
里
（
割
注
）「
距
官
門
十
六
里
」、

甘
勿
里
（
割
注
）「
距
官
門
十
七
里
」、
堂
里
（
割
注
）「
距
官
門
十
八
里
」、
瓦

要
里
（
割
注
）「
距
官
門
二
十
里
」、
伽
耶
里
（
割
注
）「
上
同
」、
釜
山
城
内
里

（
割
注
）「
距
官
門
二
十
里
」、
凡
川
里
（
割
注
）「
上
同
」、
凡
川
二
里
（
割
注
）「
上

同
」、
佐
自
川
一
里
（
割
注
）「
距
官
門
二
十
一
里
」、
佐
自
川
二
里
（
割
注
）

「
上
同
」、
豆
毛
浦
里
（
割
注
）「
距
官
門
十
二（
８
）里
」、
海
汀
里
（
割
注
）「
上
同
」

　

邑
誌
に
は
各
里
と
官
門
と
の
距
離
が
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
東
莱
府
の
城

門
①
か
ら
の
距
離
で
あ
る
。[

史
料
二]

に
見
え
る
里
名
で
図
中
に
も
確
認
で

き
る
の
は
、
古
代
里
②
、
釜
峴
里
③
、
堂
里
④
、
伽
耶
里
⑤
で
あ
る
。
ま
た

こ
の
図
で
は
豆
毛
鎮
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
豆
毛
浦
里
⑥
に
相
当
す
る
と

み
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。
邑
誌
に
お
け
る
記
載
順
序
、
東
莱
府
城
門
か
ら

の
距
離
、
お
よ
び
里
名
の
由
来
で
あ
る
佐
自
川
の
位
置
と
併
せ
考
え
る
と
、

図
中
で
は
、
佐
自
川
周
辺
の
甲
あ
た
り
が
「
佐
自
川
一
里
」
に
あ
た
る
。
図

か
ら
す
れ
ば
、
た
し
か
に
釜
山
鎮
や
豆
毛
鎮
に
は
ほ
ど
近
い
。
し
か
し
左
水

営
は
図
中
乙
に
あ
り
、
か
な
り
の
遠
距
離
に
あ
た
る
か
ら
、
こ
こ
と
の
関
わ

り
を
住
所
か
ら
説
く
の
に
は
無
理
が
あ
る
。
つ
ま
り
住
所
の
方
か
ら
安
龍
福

を
軍
兵
だ
と
結
論
づ
け
る
の
は
困
難
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
下
條
正
男
は
、
元
禄
六
年
の
安
龍
福
が
所
持
し
て
い
た
の
は

号
牌
（
戸
牌
）
で
は
な
く
「
軍
兵
ら
が
所
持
す
る
腰
牌
」
で
あ
っ
た
と
述
べ

る
。
し
た
が
っ
て
当
然
に
安
龍
福
は
軍
兵
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
、
安
龍
福
の
所
持
し
た
も
の
が
号
牌
（
戸
牌
）
で
な
く
「
軍
兵
ら
が

所
持
す
る
腰
牌
」
で
あ
っ
た
と
す
る
下
條
正
男
の
根
拠
は
何
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
「
表
面
に
「
長
四
尺
鉄
髭マ
マ

髭
暫
生
疵マ
マ

疵
無
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
も
分
か
る
。
腰
牌
に
は
、
軍
兵
の
身
体
的
特
徴
が
刻
ま
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
か
ら
だ
」
と
す
る
点
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

イ
・
ジ
ュ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
号
牌
（
戸
牌
）
は
仁
祖
四
年
（
一
六
二
六
）

と
粛
宗
三
年
（
一
六
七
七
）
の
「
号
牌
事
目
」
に
則
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
仁

祖
四
年
の
「
号
牌
事
目
」
に
よ
れ
ば
、
号
牌
の
材
料
は
身
分
・
職
役
ご
と
に

異
な
り
、
牙
牌
、
角
牌
、
黄
楊
木
牌
、
木
牌
（
大
・
小
）
が
用
い
ら
れ
、
牌

面
に
は
、
役
名
、
容
貌
、
年
齢
、
疤
記
、
居
住
、
身
長
が
記
載
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
に
し
た
が
え
ば
、
身
体
的
特
徴
が
刻
ま
れ
た

の
は
、
何
も
「
軍
兵
ら
が
所
持
す
る
腰
牌
」
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
記
載
事
項
の
特
徴
か
ら
腰
牌
で
あ
る
と
断
じ
る
こ
と
は
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七

で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

下
條
正
男
は
「
腰
牌
」
を
「
号
牌

（
戸
牌
）」
と
を
区
別
す
る
が
、『
竹

島
考
』
は
安
龍
福
の
も
の
も
朴
於
屯

の
も
の
も
「
腰
牌
」
と
記
す
。
こ
の

点
に
つ
い
て
下
條
は
、
朴
於
屯
の
も

の
を
「
号
牌
（
身
分
証
）」
と
し
、

「『
竹
島
考
』
は
、
朴
於
屯
の
場
合
も

腰
牌
と
伝
え
て
い
る
が
、
安
龍
福
と

は
記
載
の
様
式
に
違
い
が
あ
る
」
と

述
べ
る
。
そ
の
違
い
は
、
安
龍
福
の

「
腰
牌
」
に
は
姓
が
な
く
、
朴
於
屯

の
「
号
牌
（
身
分
証
）」
に
は
姓
が

あ
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
安
龍
福
が
私

奴
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
朴
於
屯
が

良
民
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
そ
し

て
「
朝
鮮
時
代
、
良
民
以
上
の
男
子

は
十
六
歳
以
上
に
な
る
と
、
身
分
の

証
と
し
て
号
牌
の
携
帯
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
た
」
と
述
べ
る
。
だ
か
ら
、

朴
於
屯
の
も
の
は
号
牌
（
戸
牌
）
な

の
で
あ
っ
て
、
安
龍
福
の
所
持
し
て

①

②③④

⑤

⑥

乙

甲

釜山鎮

草梁倭館
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い
た
腰
牌
と
は
別
物
な
の
だ
と
で
も
言
い
た
い
の
だ
ろ
う
。

　

イ
・
ジ
ュ
ン
グ
は
、
号
牌
（
戸
牌
）
の
記
載
事
項
変
化
に
関
す
る
以
下
の

よ
う
な
重
要
な
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
仁
祖
四
年
「
号
牌
事
目
」

で
は
、
良
民
や
公
私
賤
の
別
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
身
分
に
つ
い
て
、
身
長
・

容
貌
・
疤
記
を
記
載
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
も
の
が
、
粛
宗
三
年
「
号
牌

事
目
」
で
は
、
常
賤
以
下
の
者
の
み
が
身
長
・
容
貌
・
疤
記
を
記
載
す
る
よ

う
に
変
化
し
た
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。

　
［
史
料
一
Ａ
・
Ｂ
］
は
い
ず
れ
も
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
の
も
の
だ
か

ら
、
粛
宗
三
年
（
一
六
七
七
）「
号
牌
事
目
」
に
則
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
安
龍
福
の
も
の
［
史
料
一
Ａ
］
に
身
長
・
容
貌
・
疤
記
が
記
載
さ

れ
、
朴
於
屯
の
も
の
［
史
料
一
Ｂ
］
に
そ
れ
が
無
い
の
は
、
両
者
の
身
分
差

に
よ
る
。
安
龍
福
は
姓
を
も
た
な
い
私
奴
で
あ
り
、
朴
於
屯
は
良
民
だ
か
ら

で
あ
る（
９
）。［
史
料
一
Ａ
］
と
［
史
料
一
Ｂ
］
の
違
い
は
、「
軍
兵
ら
が
所
持
す

る
腰
牌
」
と
「
良
民
の
所
持
す
る
号
牌
」
と
の
違
い
な
ど
で
は
な
か
っ
た
。

両
者
は
い
ず
れ
も
号
牌
（
戸
牌
）
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
安
龍
福
が

所
持
し
て
い
た
の
は
「
軍
兵
ら
が
所
持
す
る
腰
牌
」
だ
っ
た
か
ら
安
龍
福
は

軍
兵
だ
、
と
す
る
主
張
は
成
り
立
た
な
い
。

（
２
）
安
龍
福
の
日
本
語
能
力

　

安
龍
福
が
日
本
語
を
話
せ
た
こ
と
は
、
朝
鮮
側
・
日
本
側
双
方
の
文
献
史

料
で
確
認
で
き
る
。
朝
鮮
側
文
献
で
の
初
見
は
李
瀷
『
星
湖
僿
説
』
に
見
え

る
「
出
入
倭
館
、
善
倭
語
」
で
あ
り
、
ほ
か
に
「
自
幼
善
倭
語
」（『
春
官

志
』）、「
善
倭
語
」（『
東
国
文
献
備
考
』）、「
識
解
文
字
習
倭
語
」（『
和
国

志
』）
な
ど
と
い
う
。
日
本
側
文
献
で
は
、
元
禄
六
年
・
九
年
の
両
事
件
を

通
じ
て
安
龍
福
を
「
つ
う
じ
（
通
詞
）」
と
す
る
表
現
が
た
び
た
び
見
え
る

だ
け
で
な
く
、
元
禄
九
年
、
隠
岐
島
後
で
な
さ
れ
た
庄
屋
与
次
右
衛
門
と
の

対
話
記
録
は
安
龍
福
の
高
い
日
本
語
能
力
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
る

［
池
内
敏
二
○
○
七
］。

　

そ
う
し
た
日
本
語
能
力
が
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
修
得
さ
れ
た
も
の

か
に
つ
い
て
は
、
直
接
的
な
説
明
は
何
も
な
い
。
関
連
す
る
記
述
に
「
出
入

倭
館
」（『
星
湖
僿
説
』）、「
自
幼
善
倭
語
」（『
春
官
志
』）
が
あ
る
が
、
い
ず

れ
も
後
世
の
記
述
で
あ
り
、
安
龍
福
の
居
住
地
が
東
莱
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

の
推
測
に
も
と
づ
い
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

本
稿
で
の
記
述
も
そ
う
し
た
推
測
の
域
を
出
な
い
も
の
の
、
ま
ず
は
元
禄

六
年
の
号
牌
（
戸
牌
）
の
記
載
に
着
目
し
た
い
。
先
述
の
よ
う
に
元
禄
六
年

の
号
牌
（
戸
牌
）
に
よ
れ
ば
、
安
龍
福
の
住
所
は
「
佐
自
川
一
里
」
で
あ
っ

た
。
朝
鮮
王
朝
期
の
邑
誌
［
史
料
二
］
と
地
図
［
図
］
の
い
ず
れ
に
も
明
ら

か
な
よ
う
に
、「
佐
自
川
一
里
」
は
「
豆
毛
浦
」
に
隣
接
し
た
地
域
で
あ
る
。

こ
の
豆
毛
浦
に
は
、
一
六
七
○
年
代
ま
で
倭
館
（
古
倭
館
）
が
あ
っ
た
。
古

倭
館
は
一
六
六
七
年
と
七
一
年
の
大
火
災
を
直
接
的
な
契
機
と
し
て
場
所
を

移
る
こ
と
と
な
り
、
新
倭
館
（
草
梁
倭
館
）
の
建
設
は
一
六
七
五
年
に
着
工

さ
れ
、
七
八
年
に
完
成
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
六
五
四
年
生
の
安
龍
福
か

ら
す
れ
ば
、
そ
の
十
代
・
二
十
代
に
お
け
る
倭
館
と
は
、
居
住
地
と
接
す
る

と
こ
ろ
の
古
倭
館
（
豆
毛
浦
倭
館
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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倭
館
で
は
、
常
時
居
住
し
た
五
○
○
人
ほ
ど
の
日
本
人
の
生
活
を
、
食
料

品
（
米
、
野
菜
、
鮮
魚
、
果
物
）
や
酒
・
木
工
芸
品
・
雑
貨
な
ど
を
朝
鮮
人

商
人
か
ら
入
手
す
る
こ
と
で
賄
っ
た
。
倭
館
近
く
の
館
外
に
朝
鮮
人
商
人
の

集
ま
る
朝
市
が
開
か
れ
、
そ
こ
で
食
料
品
そ
の
他
の
品
々
が
取
引
さ
れ
た
。

金
東
哲
に
よ
れ
ば
、
古
倭
館
（
豆
毛
浦
倭
館
）
に
朝
市
が
開
か
れ
た
の
は
佐

自
川
の
東
の
川
辺
だ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
倭
館
が
草
梁
に
移
転
し
た
の
ち
も
、

倭
館
外
で
開
か
れ
た
朝
市
に
品
物
を
供
給
し
た
の
は
「
釜
山
豆
毛
浦
、
大
峙
、

沙
道
、
堂
洞
」
の
人
た
ち
だ
っ
た
［
金
東
哲
］。

　

し
た
が
っ
て
、
十
代
・
二
十
代
の
こ
ろ
の
安
龍
福
は
、
居
住
地
近
辺
で
繰

り
広
げ
ら
れ
た
朝
市
に
お
け
る
日
本
人
と
の
商
取
引
を
目
の
当
た
り
に
し
て

い
た
で
あ
ろ
う
し
、
恐
ら
く
は
自
ら
そ
う
し
た
商
行
為
に
参
加
し
て
い
た
だ

ろ
う
。
佐
自
川
東
辺
で
培
っ
た
商
取
引
の
経
験
と
人
的
つ
な
が
り
は
、
倭
館

が
草
梁
移
転
の
の
ち
も
草
梁
倭
館
そ
ば
で
開
か
れ
た
朝
市
へ
引
き
続
く
こ
と

と
な
っ
た
。

　

一
六
九
○
年
に
作
成
さ
れ
た
安
龍
福
の
号
牌
（
戸
牌
）
で
は
、
安
龍
福
は

私
奴
と
し
て
登
録
さ
れ
、
公
式
に
は
姓
を
も
た
な
い
身
分
で
あ
っ
た
。
し
か

し
そ
の
と
き
彼
は
既
に
「
安
」
龍
福
と
名
乗
る
人
物
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
号

牌
（
戸
牌
）
の
記
載
を
一
々
確
認
し
な
い
限
り
は
良
民
た
る
外
貌
を
ま
と
っ

て
い
た
。

　

元
禄
九
年
の
号
牌
（
戸
牌
）
の
裏
面
に
は
「
住
東
莱
」
の
文
字
と
と
も
に
、

何
ら
か
の
印
が
彫
り
込
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
は
号
牌
（
戸
牌
）
の
形

式
と
照
ら
せ
ば
、
発
給
し
た
地
方
官
庁
の
印
影
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
か

ら
、
正
式
な
号
牌
（
戸
牌
）
で
あ
る
。
そ
の
表
面
に
は
「
通
政
太
夫
」「
安

龍
福
」「
甲
午
生
」
と
い
っ
た
文
字
が
並
ん
で
い
た
（
隠
岐
・
村
上
助
九
郎

文
書
「
朝
鮮
舟
着
岸
一
件
之
覚
書
」、［
池
内
敏
二
○
○
七
］）。「
通
政
太
夫
」

は
朝
鮮
王
朝
の
正
三
品
堂
上
官
の
官
階
だ
が
、
号
牌
（
戸
牌
）
に
刻
ま
れ
た

文
字
は
詐
称
で
は
な
い
。
十
七
世
紀
末
段
階
に
あ
っ
て
は
、
既
に
朝
鮮
民
衆

の
あ
い
だ
に
ご
く
普
通
に
見
ら
れ
る
身
分
称
号
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
必
ず
し

も
買
官
行
為
を
伴
う
必
要
も
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
し
か
し
「
通
政
太
夫
」

を
自
称
す
る
に
足
る
政
治
的
な
い
し
は
経
済
的
裏
づ
け
が
あ
っ
た
と
見
る
の

が
自
然
で
あ
ろ
う
。
い
ま
安
龍
福
に
そ
う
し
た
経
済
的
裏
づ
け
を
想
定
し
よ

う
と
す
れ
ば
、
古
倭
館
・
新
倭
館
を
通
じ
て
の
商
取
引
に
基
づ
く
資
本
蓄
積

と
、
そ
れ
ら
を
元
手
と
し
て
一
攫
千
金
を
狙
う
欝
陵
島
渡
航
、
と
い
う
の
が

ひ
と
つ
の
帰
結
と
な
る
。

（
３
）「
国
主
」「
殿
」
の
存
在

　

欝
陵
島
は
十
五
世
紀
以
来
、
朝
鮮
王
朝
政
府
に
よ
っ
て
空
島
政
策
が
進
め

ら
れ
、
朝
鮮
人
の
渡
航
も
厳
禁
さ
れ
た
島
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
元
禄
五
年

（
一
六
九
二
）
を
嚆
矢
と
し
て
朝
鮮
人
の
出
漁
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

鳥
取
藩
領
米
子
町
人
大
谷
・
村
川
の
船
は
連
年
で
競
合
を
重
ね
る
よ
う
に

な
っ
て
漁
獲
を
挙
げ
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
本
来
朝
鮮
人
た
ち
に
と
っ
て
も
渡

航
禁
止
の
島
で
あ
っ
た
欝
陵
島
に
、
彼
ら
は
ど
の
よ
う
に
し
て
渡
航
し
て
い

た
だ
ろ
う
か
。



134

［
史
料
三
］

　

Ａ
…
此
嶋
よ
り
北
ニ
当
リ
嶋
有
之
、
三
年
ニ
一
度
宛
国
主
之
用
に
て
蚫
取	

　

ニ
参
候
…

　

Ｂ
一
我
々
彼
嶋
ニ
罷
渡
候
儀
、
別
而
忍
ひ
申
儀
曽
而
無
御
座
候
、
去
年
も	

　

ウ
ル
サ
ン
之
者
廿
人
程
罷
渡
候
、
尤
公
儀
よ
り
之
差
図
と
申
儀
も
無
之
候
、	

　

自
分
之
挊
ニ
罷
渡
候
、

（『
竹
島
記
事
』
元
禄
六
年
九
月
四
日
、
蔚
山
の
者
へ
の
事
情
聴
取
）

　

Ｃ
一
伯
州
用
事
仕
廻
、
竹
嶋
江
戻
リ
、
十
弐
艘
之
舟
ニ
荷
物
ヲ
積
セ
改
仕
、	

　

六
、
七
月
之
頃
帰
国
仕
リ
、
殿
江
も
運
上
ヲ
上
ケ
申
筈
之
由
申
候
、

（
隠
岐
・
村
上
助
九
郎
文
書
「
朝
鮮
舟
着
岸
一
件
之
覚
書
」）

　

右
の
史
料
Ａ
は
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
に
竹
島
（
欝
陵
島
）
で
初
め

て
競
合
し
た
と
き
の
も
の
で
、
大
谷
・
村
川
船
の
側
が
竹
島
（
欝
陵
島
）
に

や
っ
て
来
た
理
由
を
問
う
た
の
に
対
す
る
朝
鮮
人
漁
民
の
返
答
で
あ
る
。
ま

た
Ｂ
は
、
元
禄
六
年
、
安
龍
福
と
朴
於
屯
を
鳥
取
藩
領
へ
連
行
し
た
の
ち
、

鬱
陵
島
か
ら
直
接
逃
げ
帰
っ
た
蔚
山
漁
民
た
ち
に
事
情
聴
取
を
し
た
際
の
も

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
Ｃ
は
、
元
禄
九
年
に
安
龍
福
ら
が
隠
岐
島
後
に
着
船
し

た
際
の
事
情
聴
取
の
一
部
で
あ
る
。

　

Ａ
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
人
た
ち
は
「
国
主
」
の
指
示
に
よ
っ
て
欝
陵
島
へ
渡

航
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
Ｃ
も
ま
た
「
殿
」
に
運
上
を
上
げ
る
約
束
の
上
で

渡
航
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、「
殿
」
の
指
示
に
し
た
が
っ

て
の
渡
航
で
あ
る
。
Ｂ
で
、
欝
陵
島
渡
航
は
「
自
分
之
挊
」
で
あ
っ
て
「
公

儀
よ
り
之
差
図
」
で
は
な
い
と
述
べ
る
の
は
、「
自
分
之
挊
」
で
は
な
い
「
公

儀
」
の
指
示
に
よ
る
欝
陵
島
渡
航
の
存
在
を
逆
説
的
に
示
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
「
国
主
」「
殿
」「
公
儀
」
と
は
、
い
っ
た
い
誰
を
指
す
だ
ろ
う
か
。

欝
陵
島
は
十
五
世
紀
以
来
、
国
家
と
し
て
渡
航
禁
止
の
島
と
さ
れ
て
き
た
の

だ
か
ら
、
朝
鮮
国
王
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。
一
方
で
、「
公
儀
」
な
ど
と
呼

称
さ
れ
て
い
る
以
上
は
、
何
ら
か
の
公
的
権
力
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

さ
て
、
少
し
時
期
的
に
は
離
れ
る
が
、
次
の
よ
う
な
史
料
が
あ
る
。

［
史
料
四
］

原
春
道
観
察
使
金
載
瓚
状
啓
、
蔚
山
海
尺
等
十
四
名
、
潜
入
欝
陵
島
、
採

取
魚
鰒
香
竹
、
被
捉
於
三
陟
浦
口
、
本
島
防
禁
至
厳
、
而
蔚
民
毎
持
兵
営

之
採
鰒
公
文
、
年
年
犯
禁
、
該
兵
使
府
使
、
宜
勘
罪
、
備
辺
司
覆
奏
、
請

慶
尚
左　

道
兵
馬
節
度
使
姜
五
成
、
蔚
山
府
使
沈
公
芸
、
先
罷
後
拿
、
允

之
、

（『
正
祖
実
録
』
正
祖
一
一
年
（
一
七
八
七
）
七
月
庚
寅
）

　

右
の
記
事
は
、
十
八
世
紀
末
、
蔚
山
の
漁
民
等
十
四
名
が
欝
陵
島
に
密
航

し
、
魚
や
鰒
、
香
竹
な
ど
を
収
獲
し
、
帰
港
し
た
と
こ
ろ
を
三
陟
で
捕
縛
さ

れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
く
だ
ん
の
蔚
山
漁
民
等
は
、「
兵

営
之
採
鰒
公
文
」
を
所
持
し
、
年
々
そ
う
し
た
密
航
・
密
漁
を
繰
り
返
し
て
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い
た
と
い
う
。「
兵
営
之
採
鰒
公
文
」
と
は
、
お
そ
ら
く
蔚
山
の
兵
営
が
発

行
し
た
鰒
漁
の
許
可
証
の
こ
と
だ
ろ
う
。
兵
営
は
当
該
地
域
民
衆
か
ら
す
れ

ば
明
ら
か
な
公
権
力
で
あ
る
。
公
権
力
の
発
行
し
た
許
可
証
を
手
に
す
れ

ば
、
欝
陵
島
の
利
権
が
守
ら
れ
る
と
考
え
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し

一
方
で
国
家
と
し
て
は
欝
陵
島
は
依
然
と
し
て
渡
航
禁
止
の
島
で
あ
る
。
蔚

山
兵
営
の
な
し
た
渡
航
許
可
証
発
行
な
る
行
為
は
、
国
法
か
ら
の
逸
脱
で
あ

る
。
所
轄
責
任
を
問
わ
れ
た
蔚
山
府
使
沈
公
芸
は
罷
免
の
の
ち
処
分
さ
れ
て

い
る
。

　
［
史
料
三
Ａ
～
Ｃ
］
に
い
う
「
国
主
」「
殿
」「
公
儀
」
と
は
、
こ
う
し
た

地
域
権
力
の
こ
と
を
指
す
だ
ろ
う
。
安
龍
福
は
そ
う
し
た
地
域
権
力
と
の
繋

が
り
を
得
て
欝
陵
島
に
渡
航
し
た
。

三

　

安
龍
福
が
「
独
島
を
護
っ
た
英
雄
」
と
さ
れ
る
唯
一
に
し
て
絶
対
の
根
拠

は
、
先
に
も
挙
げ
た
元
禄
九
年
九
月
こ
ろ
に
朝
鮮
官
憲
の
事
情
聴
取
に
際
し

て
述
べ
た
以
下
の
よ
う
な
供
述
で
あ
る
。

　

鬱
陵
島
へ
渡
航
し
た
と
こ
ろ
日
本
船
が
多
数
来
泊
し
て
い
た
の
で
、「
鬱

陵
島
は
も
と
も
と
朝
鮮
領
な
の
に
、
ど
う
し
て
日
本
人
が
越
境
し
て
こ
の
地

を
侵
す
の
か
」
と
一
喝
し
た
。
日
本
人
が
「
わ
れ
わ
れ
は
も
と
も
と
松
島
に

住
ん
で
お
り
、
た
ま
た
ま
漁
の
た
め
に
出
て
き
た
ま
で
だ
」
と
弁
明
し
た
の

で
、「
松
島
も
ま
た
わ
が
国
の
土
地
だ
」
と
述
べ
、
逃
げ
る
日
本
人
を
追
跡

し
て
隠
岐
島
に
到
っ
た
、
と
。

　

こ
の
供
述
を
、
二
で
の
検
討
を
踏
ま
え
た
上
で
読
み
直
し
た
な
ら
ば
、
安

龍
福
の
脳
裏
に
国
土
を
守
ろ
う
と
す
る
意
思
の
見
え
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
自
ら
の
利
権
確
保
の
意
思
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

安
龍
福
の
処
分
を
め
ぐ
る
朝
鮮
政
府
中
央
の
議
論
の
な
か
に
も
、
安
龍
福

が
国
土
を
守
っ
た
な
ど
と
い
う
見
解
は
ひ
と
つ
も
出
て
こ
な
い
。
死
刑
に
処

す
べ
き
か
、
減
刑
し
て
遠
流
に
処
す
か
の
議
論
で
混
乱
が
見
え
る
も
の
の
、

減
刑
理
由
は
国
土
を
守
っ
た
こ
と
に
は
置
か
れ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
減
刑

さ
れ
た
と
は
い
え
遠
流
に
処
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
無
罪
放
免
に
な
っ
た
わ
け

で
も
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
れ
で
英
雄
扱
い
さ
れ
た
な
ど
と
は
と
て
も
言
え
な

い
。

　

安
龍
福
を
国
土
を
守
っ
た
英
雄
と
し
て
扱
っ
た
の
は
、
李
瀷
「
欝
陵
島
」

が
最
初
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
「
欝
陵
島
を
守
っ
た
英
雄
」
で
あ
る
。

［
史
料
五
］

愚
按
、
安
龍
福
直
是
英
雄
儔
匹
、
以
一
卒
之
賤
出
萬
死
之
計
、
為
国
家
抗

強
敵
折
奸
萌
、
息
累
世
之
争
復
一
州
之
土
、

　

李
瀷
は
安
龍
福
の
英
雄
た
る
所
以
を
、
身
分
の
低
い
一
兵
卒
な
が
ら
国
家

の
た
め
に
奮
闘
し
、
つ
い
に
「
復
一
州
之
土
」
し
た
と
こ
ろ
に
求
め
て
い
る
。

「
復
一
州
之
土
」
と
は
、
今
後
に
お
け
る
欝
陵
島
へ
の
日
本
人
渡
航
を
阻
止

し
、
そ
れ
ま
で
日
本
人
に
よ
っ
て
踏
み
荒
ら
さ
れ
て
き
た
欝
陵
島
を
再
び
国
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家
の
一
地
域
と
し
て
回
復
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
る（

（（
（

。『
春
官
志
』
と
『
東

国
文
献
備
考
』
は
と
も
に
「
至
今
不
復
指
欝
陵
為
日
本
地
、
皆
龍
福
功
也
」

と
す
る
か
ら
、
や
は
り
安
龍
福
は
欝
陵
島
を
守
っ
た
英
雄
で
あ
る
。『
和
国

志
』
の
場
合
は
「
馬
倭
之
尚
不
専
恣
者
、
畏
我
国
之
復
有
安
龍
福
也
」
と
述

べ
る
か
ら
、
欝
陵
島
よ
り
は
対
馬
藩
と
の
関
係
性
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
安

龍
福
を
評
価
す
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
安
龍
福
は
「
独
島

を
護
っ
た
英
雄
」
と
し
て
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　

朝
鮮
王
朝
期
の
史
書
類
に
引
き
続
く
時
期
の
著
述
を
追
い
か
け
て
み
て
も

事
情
は
同
じ
で
あ
る
。
一
怒
「
独
立
は
同
胞
の
一
体
負
責
」（『
独
立
新
聞
』

一
九
二
二
年
八
月
一
日
付
）
は
、「
…
安
龍
福
は
一
個
の
通
訳
と
し
て
倭
国

へ
赴
き
、
欝
陵
島
を
還
元
し
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
ま
た
李
允
宰
「
怪

傑
安
龍
福
」（『
東
光
』
創
刊
号
・
二
号
、
一
九
二
六
年
）
や
金
庠
基
「
安
龍

福
と
欝
陵
島
」（『
東
亜
日
報
』
一
九
三
四
年
十
二
月
十
六
日
付
）
も
ま
た
、

安
龍
福
を
欝
陵
島
を
守
っ
た
英
雄
と
し
て
扱
う
に
留
ま
る
。

　

一
九
四
七
年
七
月
二
三
日
付
『
東
亜
日
報
』
は
、「
鬱
陵
島
近
海
『
独
島
』

問
題
再
燃
」
と
す
る
見
出
し
と
と
も
に
、「
鬱
陵
島
東
南
四
十
九
マ
イ
ル
地

点
に
あ
る
二
つ
の
無
人
島
で
あ
る
独
島
」
に
つ
い
て
、「
最
近
に
な
っ
て
日

本
島
根
県
境（

（（
（

に
住
む
日
本
人
が
、
同
島
を
個
人
所
有
の
も
の
と
し
て
朝
鮮
人

の
漁
業
を
禁
止
し
て
お
り
、（
中
略
）
鬱
陵
島
民
た
ち
は
慶
尚
北
道
を
介
し

て
軍
政
当
局
に
陳
情
し
て
き
た
」
と
す
る
記
事
を
掲
載
す
る
。
記
事
は
独
島

に
つ
い
て
、「
解
放
と
な
っ
た
今
日
に
お
い
て
は
、
地
理
的
に
も
歴
史
的
に

も
当
然
に
わ
が
版
図
内
に
属
す
る
」
と
述
べ
、「
当
然
わ
れ
ら
の
も
の
／
申

国
史
館
長
談
」
と
す
る
談
話
を
併
載
す
る
。
申
国
史
館
長
と
は
申
奭
鎬
の
こ

と
で
あ
る
。
申
奭
鎬
は
、
一
九
四
五
年
九
月
、
朝
鮮
史
編
修
会
を
改
組
し
た

国
史
舘
の
館
長
に
任
命
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る（
（（
（

。

　

申
奭
鎬
の
執
筆
し
た
「
独
島
所
属
に
つ
い
て
」［
申
奭
鎬
一
九
四
八
］
は
、

独
島
領
有
問
題
に
関
わ
る
専
論
の
う
ち
戦
後
の
き
わ
め
て
早
い
時
期
に
書
か

れ
た
論
稿
と
し
て
、
近
年
さ
か
ん
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
論
稿
は
、「
昨

年
夏
、
独
島
に
関
す
る
所
属
問
題
が
新
聞
紙
上
に
現
れ
た
こ
と
は
世
人
の
周

知
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。」
と
す
る
文
章
で
書
き
起
こ
さ
れ
、「
筆
者
は
、
昨

年
八
月
十
六
日
か
ら
約
二
週
間
、
民
政
長
官
安
在
鴻
先
生
の
命
を
受
け
て
、

外
務
処
日
本
課
長
秋
仁
奉
氏
・
文
教
部
編
修
士
李
鳳
秀
氏
・
水
産
局
技
術
士

韓
基
俊
氏
と
と
も
に
独
島
の
実
地
踏
査
を
行
っ
た（
（（
（

」
こ
と
を
も
踏
ま
え
、「
独

島
が
本
来
わ
が
国
に
属
す
る
島
で
あ
る
こ
と
」
を
論
証
し
よ
う
と
す
る
。
こ

の
論
稿
中
に
登
場
す
る
安
龍
福
は
次
の
一
ヶ
所
の
み
で
あ
り
、
こ
こ
で
安
龍

福
は
「
独
島
を
護
っ
た
英
雄
」
で
は
な
い
。

［
史
料
六
］

粛
宗
十
九
年
（
西
紀
一
六
九
三　

日
本
元
禄
六
年
）
に
、
わ
が
国
慶
尚
道

東
莱
漁
民
安
龍
福
一
行
と
日
本
伯
耆
州
漁
民
が
欝
陵
島
で
出
会
い
、
衝
突

を
起
こ
し
た
た
め
に
、
わ
が
国
と
日
本
と
の
あ
い
だ
で
欝
陵
島
所
属
問
題

が
起
こ
り
、
日
本
は
、
わ
が
国
竹
島
に
朝
鮮
漁
民
の
往
来
を
禁
止
す
る
よ

う
求
め
、
わ
が
国
で
は
、
日
本
で
い
う
竹
島
は
わ
が
国
の
欝
陵
島
と
同
一

だ
か
ら
日
本
漁
民
の
往
来
禁
止
を
求
め
る
主
張
を
し
、
多
年
に
わ
た
る
両
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［表１］中学校国史教科書

安龍福関連の記述

１９４７年 　中等国史 崔南善 東明社 無

　　５６ 　（中等社会生活科）わが国の歴史 韓祐励 尚文院 無

　　５６ 　わが国の歴史 趙啓纉 白映社 無

　　５６ ＊中学校用社会生活科国史 申奭鎬 東国文化社 無

　　５７ ＊中学校用社会生活科国史 申奭鎬 東国文化社 無

　　５７ ＊わが国の歴史 趙啓纉 白映社 無

　　６０ 　中等国史 歴史教育研究会 正音社 無

　　６１ 　中等国史 歴史教育研究会 正音社 無

　　６２ ＊中等国史 崔南善 民衆書館 無

　　６３ 　中等国史 歴史教育研究会 正音社 無

　　６７ ＊中学社会２（歴史分野） 歴史教育研究会 正音社 無

　　６８ 　中学社会２（歴史分野） 歴史教育研究会 正音社 無

　　７５ 　中学校国史 文教部
無初版。近代史部分に「独島」の記事
　　　　あり。

　　７９ 　中学校国史 文教部 有（１）初版

　　８０ 　中学校国史 文教部 有（１）

　　８２ 　中学校国史（下） 文教部
有（２）▲現物未確認。
　　　　８３年の教科書から類推。

　　８３ 　中学校国史（下） 文教部 有（２）△初版は８２年。

　　８４ 　中学校国史（下） 文教部 有（２）△初版は８２年。

　　８８ 　中学校国史（下） 文教部 有（２）△初版は８２年。

　　８８ 　中学校国史・教師用指導書 文教部 有（３）△初版は８２年

　　９０ 　中学校国史（下） 文教部
有（４）▲現物未確認。
　　　　９１年の教科書から類推。

　　９１ 　中学校国史（下） 文教部 有（４）△初版は９０年。

　　９７ 　中学校国史（下） 文教部
有（５）▲現物未確認。
　　　　９９年の教科書から類推。

　　９９ 　中学校国史（下） 文教部 有（５）△初版は９７年。

　　０２ 　中学校国史 教育人的資源部
有（６）▲現物未確認。
　　　　０４年の教科書から類推。

　　０４ 　中学校国史 教育人的資源部 有（６）△初版は０２年。

注
（１）	「Ⅷ日帝の侵略とねばり強い独立闘争／１韓末の主権守護運動／独島強奪と間島問題」…粛宗のとき鬱陵島に出かけた安龍福

は、不法侵犯した日本漁民を見つけて追い出し、日本まで行ってわが領土であることを再確認した。
（２）	「Ⅲ日帝の侵略と独立闘争／１韓末の主権守護運動／独島と間島」…粛宗のとき鬱陵島に出かけた安龍福は、不法侵犯した日

本漁民を見つけて追い出したのち、日本まで行ってわが領土であることを再確認したこともあった。
（３）	（２）に対応した教師用指導書。「第３部授業編／２単元別授業計画／Ⅱ近代化の試練と自主運動」
	 何人かの重要人物が個別に説明されるなかに「安龍福」がある。
	 安龍福　近代の民間外交家。東莱の水軍として日本人から鬱陵島が朝鮮領土であることを確認する証書を得て帰ったが、国

際問題を引き起こしたとの理由から流罪に処せられた。
（４）	「Ⅱ近代社会の成長／主権被奪と義兵闘争」…粛宗のとき鬱陵島に出かけた東莱の漁民安龍福は、不法侵犯した日本漁民を放

逐し、日本まで行ってわが領土であることを確認させたこともあった。
（５）	「Ⅴ近代国家運動／４義兵闘争／独島と間島」
	 日本はわが国を侵略し独島を強奪する一方、間島地方を思いのままに清国に渡した。独島は鬱陵島に付属した島で、早くか

らわが国の領土として続いてきた。朝鮮初期には流民を防ぐために鬱陵島に住む人々を本土に移住させたため、一時的に政
府の管理が行き届かなくなったが、わが国の漁民たちが漁業をする拠点として引き続き活用してきた。朝鮮粛宗のときには
東莱に住んでいた漁民安龍福がここに往来する日本漁民を放逐し、日本まで行き、独島がわが国の領土であることを確認さ
せたこともあった。

（６）	「Ⅷ主権守護運動の展開」
	 〈「独島問題」というコラム〉独島は鬱陵島に付属した島で、早くからわが国の領土として続いてきた。朝鮮初期には流民を

防ぐために鬱陵島民たちを本土に移住させたため、いっとき政府の管理が行き届かなくなったが、わが国の漁民たちが漁業
をする拠点として引き続き活用してきた。とくに朝鮮粛宗のときには東莱に住んでいた漁民安龍福がここに往来する日本漁
民を放逐し、日本まで行き、独島がわが国の領土であることを確認させたこともあった。
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［表２］高校国史教科書

安龍福関連の記述

１９５７年 ＊高等国史 崔南善 思潮社 無

　　６５ ＊国史 申奭鎬 東国文化社 無

　　６７ 　人文系高等学校国史 李弘植 東亜出版社 無

　　６８ 　人文系高等学校国史 申奭鎬 光明出版社 無／１９０５年のところに「独島」記述あり。

　　６９ 　人文系高等学校国史 申奭鎬 光明出版社 無／１９０５年のところに「独島」記述あり。

　　６９ 　人文系高等学校国史 李弘植 東亜出版社 無

　　７０ 人文系高等学校国史 李弘植 東亜出版社 無

　　７０ ＊人文系高等学校国史 イ・サンオク他 ムノ社 無

　　７０ 　人文系高等学校国史 申奭鎬 光明出版社 無／１９０５年のところに「独島」記述あり。

　　７１ 　人文系高等学校国史 李弘植 東亜出版社 無

　　７１ 　人文系高等学校国史 申奭鎬 光明出版社 無／１９０５年のところに「独島」記述あり。

　　７２ 　人文系高等学校国史 李弘植 東亜出版社 無

　　７２ 　人文系高等学校国史 申奭鎬 光明出版社 無／１９０５年のところに「独島」記述あり。

　　７３ 　人文系高等学校国史 李弘植 東亜出版社 無

　　７３ ＊人文系高等学校国史 イ・ビョンド 一潮閣 無

　　７６ ＊人文系高等学校国史 文教部 無

　　７９ ＊人文系高等学校国史 文教部 無

　　８０ ＊人文系高等学校国史 文教部 無

　　８２ 　高等学校国史（下） 国史編纂委員会 有（１）
▲現物は未確認。	
８６年の教科書から類推。

　　８６ 　高等学校国史（下） 国史編纂委員会 有（１） △初版は８２年

　　９０ 　高等学校国史（下） 国史編纂委員会 文教部
有（２）▲現物は未確認。	
９１年の教科書から類推。

　　９１ 　高等学校国史（下） 国史編纂委員会 文教部 有（２）△初版は９０年

　　９４ 　高等学校国史（下） 国史編纂委員会 文教部 有（２）△初版は９０年

　　９５ 　高等学校国史（下） 国史編纂委員会 文教部 有（２）△初版は９０年

　　９６ 　高等学校国史（下） 国史編纂委員会 文教部 有（２）と同じ。初版。

　　９８ 　高等学校国史（下） 国史編纂委員会 文教部 有（２）と同じ。初版は９６年

　　９９ 　高等学校国史（下） 国史編纂委員会 文教部 有（２）と同じ。初版は９６年

２００１ 　高等学校国史（下） 国史編纂委員会 文教部 有（２）と同じ。初版は９６年

　　０２ 　高等学校国史 国史編纂委員会 教育人的資源部
有（３）▲現物は未確認。	
０４年の教科書から類推。

　　０３ 　高等学校韓国近現代史 チュ・ジノ他 中央教育振興研究所
有（４）▲現物は未確認。	
０４年の教科書から類推。

　　０３ 　高等学校韓国近現代史 金ハンジョン他 金星出版社
有（５）▲現物は未確認。	
０４年の教科書から類推。

　　０４ 　高等学校韓国近現代史 ハン・チョロ他 大韓教科書
無※▲現物は未確認。	
０４年の教科書から類推。

　　０４ 　高等学校国史 国史編纂委員会 教育人的資源部 有（３）△初版は０２年。

　　０４ 　高等学校韓国近現代史 チュ・ジノ他 中央教育振興研究所 有（４）△初版は０３年。

　　０４ 　高等学校韓国近現代史 金ハンジョン他 金星出版社 有（５）△初版は０３年。

　　０４ 　高等学校韓国近現代史 ハン・チョロ他 大韓教科書 無※　△初版は０３年。

　　０４ 　高等学校韓国近現代史 金ジョンス他 宝光文化社 無※　初版

＊印…「文教部検定畢」
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安
龍
福
英
雄
伝
説
の
形
成
・
ノ
ー
ト（
池
内
）	

十
五

国
の
外
交
上
の
争
い
と
な
っ
た
が
、
結
局
日
本
が
折
れ
て
、
粛
宗
二
十
三

年
（
西
紀
一
六
九
七　

日
本
元
禄
十
年
）
二
月
に
江
戸
幕
府
か
ら
竹
島
す

な
わ
ち
欝
陵
島
を
朝
鮮
領
土
と
承
認
し
、
日
本
漁
民
の
往
来
を
厳
禁
し
た

こ
と
が
、
わ
が
国
の
史
料
で
あ
る
粛
宗
実
録
、
同
文
彙
考
、
通
文
館
志
と
、

日
本
側
史
料
で
あ
る
朝
鮮
通
交
大
紀
、
本
邦
朝
鮮
往
復
書
、
通
航
一
覧
な

ど
に
明
記
さ
れ
て
お
り
（
以
下
略
）［
申
奭
鎬
一
九
四
八
、
九
四
頁
］

　

申
奭
鎬
は
、
一
九
五
○
年
代
半
ば
～
七
○
年
代
初
め
に
お
け
る
中
学
校
・

高
校
国
史
教
科
書
の
執
筆
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
に
は
「
独

島
を
護
っ
た
英
雄
」
ど
こ
ろ
か
安
龍
福
の
名
前
す
ら
出
て
こ
な
い
（
表
１
・

２
）。
教
科
書
に
「
独
島
を
護
っ
た
安
龍
福
」
が
登
場
す
る
の
は
、
中
学
校

教
科
書
の
場
合
は
一
九
七
九
年
か
ら（
（（
（

、
高
校
の
場
合
は
一
九
八
二
年
か
ら
の

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
申
奭
鎬
に
よ
る
論
稿
で
「
独
島
を
護
っ
た
安
龍
福
」
が

登
場
す
る
の
は
、
一
九
六
○
年
に
発
表
さ
れ
た
「
独
島
の
来
歴
」［
申
奭
鎬

一
九
六
○
］
が
最
初
で
あ
る（
（（
（

。「
独
島
を
護
っ
た
英
雄
」
と
し
て
の
安
龍
福

像
が
登
場
し
、
普
及
す
る
の
は
、
さ
ほ
ど
古
く
か
ら
の
こ
と
で
は
な
い
。

【
注
】

（
１
）	

日
本
で
い
う
竹
島
の
こ
と
。
以
下
、
原
則
と
し
て
こ
の
島
を
竹
島
／
独
島
と
表
記
す

る
が
、
韓
国
側
文
献
の
引
用
等
に
際
し
て
は
独
島
と
記
載
す
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、

江
戸
時
代
の
日
本
で
は
、
欝
陵
島
の
こ
と
を
竹
島
と
呼
び
、
現
在
の
竹
島
／
独
島
を

松
島
と
呼
ん
だ
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
江
戸
時
代
の
竹
島
に
つ
い
て
は
竹
島

（
欝
陵
島
）
と
表
記
し
て
区
別
す
る
。

注
（１）	「Ⅱ近代社会の成長／２近代国家の成立と試練／（３）日帝の国権侵奪と民族の抵抗／間島と独島」
	 〈まず間島地方について述べたのち〉一方で、東海の独島は鬱陵島の属島であり、三国時代以来わが国の領土であった。粛宗

時代、東莱の漁民安龍福が、鬱陵島に不法侵入してきた日本人を追い出して、日本へ行き、鬱陵島と独島がわが国の領土で
あると確認させたこともあった。…

（２）	「Ⅰ近代社会の胎動／２政治体制の変化／（５）朝鮮後期の対外関係／日本との関係」
	 〈まず朝鮮通信使について述べたのち〉一方、東海の鬱陵島と独島は三国時代以来わが国の領土であった。しかし日本漁民た

ちは度々ここを侵したので、粛宗のときに東莱の漁民である安龍福が日本漁民たちを鬱陵島から追い出し、日本まで行き、
鬱陵島が朝鮮領であることを確認させもした。そののち政府では鬱陵島開拓のために住民移住を奨励し、鬱陵島を郡に昇格
させ、独島をも管轄させるようにした。

（３）	「Ⅲ統治構造と政治活動／４政治構造の変動／５対外関係の変化／日本との関係」
	 〈まず朝鮮通信使について述べたのち〉一方、鬱陵島と独島は三国時代以来わが国の領土であったが、日本漁民たちが度々こ

こを侵し、衝突の起きることがあった。粛宗のときに安龍福は鬱陵島に出没する日本漁民たちを追い払い、日本まで行き、
鬱陵島と独島が朝鮮領であることの確認を受けて戻った。その後も日本漁民たちの侵犯は続いたので、１９世紀末に朝鮮政
府では積極的に鬱陵島経営に乗り出し、住民の移住を奨励し、鬱陵島に郡を設置して官吏を派遣し、独島をも管轄させるよ
うにした。

（４）	「３救国民族運動の展開」
	 〈間島と独島をとりあげたコラム〉一方、独島は鬱陵島の付属島嶼であって、三国時代から変わることのないわが国の領土で

あった。朝鮮粛宗時代に日本漁民が密かに侵入して生活するなど領有権問題が生じるや、東莱の漁民安龍福は鬱陵島に不法
侵入してきた日本漁民たちを追い出し、日本まで行き、鬱陵島と独島がわが領土であることを確認させた。…

（５）	「３救国民族運動の展開」
	 〈「独島はわが土地、その歴史的根拠」というコラム〉…１７世紀末、朝鮮と日本の漁民のあいだで独島で紛争が生じるや、

安龍福は二度にわたって日本へ行き、鬱陵島と独島が朝鮮領であることを確認した。その結果、日本の幕府は１６９９年に
は竹島（当時日本では鬱陵島をこのように呼んだ）と付属島嶼を朝鮮領と認定する文書を朝鮮朝廷に渡した。朝鮮の文献だ
けでなく、日本の様々な古地図にも独島を朝鮮領と表示している。

※独島関連記事はあり。
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十
六

（
10
）	

し
た
が
っ
て
、
蛇
足
な
が
ら
、
こ
こ
に
い
う
「
一
州
」
の
「
州
」
は
「
島
」
の
意
味

で
は
な
い
。

（
11
）	

記
事
で
は
「
さ
か
い
（
境
）」
と
す
る
か
ら
現
在
の
鳥
取
県
境
港
市
の
こ
と
か
。

（
12
）	『
申
奭
鎬
全
集
』
上
（
一
九
九
六
年
、
ソ
ウ
ル
）
所
収
の
「
年
譜
」
に
よ
る
。

（
13
）	

同
年
八
月
二
六
日
、
生
物
学
班
・
動
物
学
班
・
社
会
科
学
班
な
ど
各
部
門
に
分
か
れ

た
鬱
陵
島
調
査
団
が
調
査
を
終
え
た
記
事
が
あ
る
（『
ソ
ウ
ル
新
聞
』
一
九
四
七
年
八

月
二
七
日
付
）。
申
奭
鎬
ら
の
調
査
が
こ
う
し
た
鬱
陵
島
調
査
団
と
と
も
に
な
さ
れ
た

こ
と
は
、［
申
奭
鎬
一
九
四
八
］
末
尾
に
あ
る
謝
辞
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

（
14
）	

表
１
・
２
の
引
用
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
中
学
校
教
科
書
の
場
合
、
一
九
七
九

～
九
一
年
に
は
、
安
龍
福
の
護
っ
た
島
が
欝
陵
島
・
独
島
い
ず
れ
な
の
か
必
ず
し
も

明
確
で
は
な
い
。
当
該
記
述
が
「
独
島
」
関
連
項
に
配
さ
れ
る
こ
と
で
、
護
っ
た
対

象
が
「
独
島
」
と
解
せ
る
ま
で
で
あ
る
。
独
島
を
護
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
の
は
、

厳
密
に
は
一
九
九
七
年
の
教
科
書
か
ら
で
あ
る
。

（
15
）	

申
奭
鎬
「
独
島
の
来
歴
」
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

	

…
こ
こ
で
最
も
重
要
な
の
は
、
安
龍
福
が
欝
陵
、
子
山
両
島
監
税
官
を
自
称
し
、
欝

陵
島
と
子
山
島
を
わ
が
国
の
領
土
と
主
張
し
た
こ
と
、
お
よ
び
伯
耆
州
太
守
が
こ
れ

を
承
認
し
た
こ
と
で
あ
る
。
子
山
島
は
先
述
し
た
よ
う
に
于
山
島
の
誤
記
で
あ
っ
て
、

独
島
に
間
違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
独
島
は
今
か
ら
二
百
六
十
余
年
前
で
あ
る
粛

宗
二
二
年
（
一
六
九
六
）
に
、
日
本
が
既
に
わ
が
国
の
領
土
と
し
て
認
め
て
い
た
の

だ
と
い
え
る
。（『
独
島
』、
大
韓
公
論
社
、
よ
り
再
引
用
、
二
八
頁
）

【
参
考
文
献
】

池
内
敏
［
二
○
○
六
Ａ
］『
大
君
外
交
と
「
武
威
」』、
名
古
屋
大
学
出
版
会

─
［
二
○
○
六
Ｂ
］「「
竹
島
／
独
島
＝
固
有
の
領
土
」
論
の
陥
穽
」、『RA

T
IO

』
２
、

講
談
社

─
［
二
○
○
七
］「
隠
岐
・
村
上
家
文
書
と
安
龍
福
事
件
」、『
鳥
取
地
域
史
研
究
』
九

─
［
二
○
○
八
］「
安
龍
福
と
鳥
取
藩
」、『
鳥
取
地
域
史
研
究
』
十

イ
・
ジ
ュ
ン
グ
「
十
七
世
紀
末
、
号
牌
・
戸
籍
が
語
る
欝
陵
島
・
独
島
の
番
人
安
龍
福
と
朴

（
２
）	

隠
岐
・
村
上
助
九
郎
家
文
書
。［
池
内
敏
二
○
○
七
］
で
全
文
翻
刻
を
行
い
、
解
説
を

付
し
た
。

（
３
）	
こ
う
し
た
理
解
が
成
り
立
た
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
［
池
内
敏
二
○
○
八
］
で
論
じ

た
。

（
４
）	

下
條
正
男
の
主
張
で
は
、
安
龍
福
の
所
持
し
て
い
た
の
は
「
戸
牌
」
で
は
な
く
「
軍

兵
ら
が
所
持
す
る
腰
牌
」
で
あ
る
。
こ
の
点
の
錯
誤
に
つ
い
て
は
本
文
中
で
述
べ
る
。

（
５
）	［
宋
炳
基
二
○
○
六
］
に
お
け
る
解
読
は
、
当
該
論
文
の
付
記
に
よ
れ
ば
、
ソ
ウ
ル
大

学
校
法
科
大
学
の
朴
秉
濠
名
誉
教
授
の
協
力
に
よ
る
も
の
と
い
う
。

（
６
）	

韓
国
国
立
中
央
図
書
館
所
蔵
。
年
未
詳
だ
が
、
図
中
で
倭
館
は
草
梁
に
位
置
す
る
か

ら
、
十
七
世
紀
後
半
以
後
の
姿
を
示
し
て
い
る
。

（
７
）	

李
泰
鎮
・
李
相
泰
編
輯
『
朝
鮮
時
代
私
撰
邑
誌
』
17
〈
慶
尚
道
（
２
）
蔚
山
邑
誌
・

東
莱
府
誌
〉、
韓
国
人
文
科
学
院
、
一
九
八
九
年

（
８
）	「
十
二
里
」
は
恐
ら
く
「
二
十
二
里
」
の
誤
り
で
あ
る
。

（
９
）	

イ
・
ジ
ュ
ン
グ
は
、
一
六
八
七
年
の
『
蔚
山
府
戸
籍
大
帳
』
の
蔚
山
府
青
良
面
目
島

里
十
六
統
五
戸
に
朴
於
屯
の
戸
籍
を
見
出
し
、
こ
れ
を
翻
刻
紹
介
し
て
も
い
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
、
朴
於
屯
は
兵
営
所
属
の
塩
干
（
製
塩
担
当
者
）
で
辛
丑
年
生
（
一
六

六
一
年
）
で
あ
る
。
元
禄
六
年
に
は
三
十
三
歳
に
あ
た
る
が
、『
竹
島
考
』
に
よ
れ
ば

事
情
聴
取
に
際
し
て
四
十
二
歳
と
答
え
た
と
い
う
。
こ
の
年
齢
差
に
つ
い
て
下
條
正

男
は
、「
年
齢
を
偽
っ
て
虚
勢
を
張
っ
た
の
だ
ろ
う
。
虚
言
癖
は
安
龍
福
の
よ
う
で
、

そ
の
後
も
し
ば
し
ば
周
囲
を
混
乱
に
陥
れ
て
い
る
」
と
述
べ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
も
朝
鮮
語
と
日
本
語
の
あ
い
だ
に
お
け
る
翻
訳
過
程
で
生
じ
た
言
い
間
違
い
／

聞
き
取
り
違
い
と
し
て
十
分
に
説
明
が
つ
く
。
わ
ざ
わ
ざ
「
虚
勢
」「
虚
言
癖
」
と

い
っ
た
特
定
の
価
値
観
を
持
ち
込
む
必
要
は
な
い
。

	

　

な
お
、
朴
於
屯
の
号
牌
（
戸
牌
）
の
う
ち
「
裏
面
」
末
尾
に
あ
る
字
を
、
下
條
正

男
は
「
於
血
子
」
と
で
も
読
ん
だ
の
か
、「
父
は
朴
於
血
で
あ
る
」
と
す
る
。
本
稿
で

は
［
宋
炳
基
二
○
○
六
］
の
解
読
に
し
た
が
っ
て
「
塩
干
」
と
読
ん
で
お
く
。
号
牌

（
戸
牌
）
に
は
役
名
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
父
の
名
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
無

い
か
ら
で
あ
る
。
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於
屯
」『
朝
鮮
史
研
究
』
十
四
、
二
○
○
五
、
朝
鮮
史
研
究
会
（
韓
国
）

金
東
哲
［
二
○
○
一
］「
十
七
～
十
九
世
紀
の
釜
山
倭
館
周
辺
地
域
民
の
生
活
相
」、『
年
報

都
市
史
研
究
』
九
、
山
川
出
版
社

金
炳
烈
・
内
藤
正
中
［
二
○
○
六
］『
韓
日
専
門
家
が
み
た
独
島
』、
タ
ダ
ミ
デ
ィ
ア
（
ソ
ウ

ル
）

黄
相
基
［
一
九
五
七
］「
独
島
問
題
研
究
」、
ソ
ウ
ル
大
学
校
に
提
出
さ
れ
た
碩
士
論
文
（
口

述
試
験
は
一
九
五
四
年
十
二
月
十
二
日
）。

崔
南
善
「
鬱
陵
島
と
獨
島
」、『
ソ
ウ
ル
新
聞
』
連
載
記
事
（
一
九
五
三
年
八
月
十
日
～
九
月

七
日
、
全
二
十
五
回
）

下
條
正
男
［
二
○
○
四
］『
竹
島
は
日
韓
ど
ち
ら
の
も
の
か
』、
文
春
新
書
三
七
七

申
奭
鎬
［
一
九
四
八
］「
独
島
所
属
に
つ
い
て
」『
史
海
』
創
刊
号
、
朝
鮮
史
研
究
会
（
ソ
ウ

ル
）

─
［
一
九
六
○
］「
独
島
の
来
歴
」『
思
想
界
』
八
月
号
（
ソ
ウ
ル
）、『
独
島
』（
大
韓
公

論
社
、
一
九
六
五
年
）
に
再
録
。

申
鏞
廈
［
二
○
○
六
］『
韓
国
の
独
島
領
有
権
研
究
』、
景
仁
文
化
社
（
ソ
ウ
ル
）

宋
炳
基
［
二
○
○
六
］「
安
龍
福
の
活
動
と
欝
陵
島
争
界
」、『
歴
史
学
報
』
一
九
二
、
歴
史

学
会
（
ソ
ウ
ル
）

田
代
和
生[

二
○
○
二]

『
倭
館
』、
文
春
新
書
二
八
一

内
藤
正
中
［
二
○
○
○
］『
竹
島
（
鬱
陵
島
）
を
め
ぐ
る
日
朝
関
係
史
』、
多
賀
出
版

─
［
二
○
○
五
］「
隠
岐
の
安
龍
福
」、『
北
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
』
二
二

内
藤
正
中
・
金
炳
烈
［
二
○
○
七
］『
史
的
検
証　

竹
島
・
独
島
』、
岩
波
書
店

李
允
宰
［
一
九
二
六
］、「
怪
傑
安
龍
福
」、『
東
光
』
創
刊
号
・
二
号

安
龍
福
英
雄
伝
説
の
形
成
・
ノ
ー
ト（
池
内
）	

十
七
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名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
史
学
）	

十
八

Abstract

 

Note on a legend of An Yong-Bok

IKEUCHI Satoshi

	 An Yong-Bok in present-day Korea is the hero who protected Takeshima/Dok-do in the 

17th century. But I think it’s an Image made after 1960's.

	 The preceding study said that An Yong-Bok was a fisherman or a rower of a military ship.

But from mentioning of the status certificate, and from his voyage process seen as related 

historical sources, it’s proper to make it the merchant who repeated secret passage over 

Ullung-do Island, under the protection of a Korean local bureaucrat. He came into action to 

protect the interest of himself, he didn’t stand up for country defense. It’s only a thing after 

1960’s that started to be make An Yong-Bok the hero who protected Takeshima/Dok-do.




